
～ 今年の夏はウルソで乗り切ろう ～

ウルソデオキシコール酸は暑熱ストレスによって
肝機能が減退した牛の手助けをします。

ウルソデオキシコール酸は暑熱ストレスによって
肝機能が減退した牛の手助けをします。

暑熱ストレスは、暑熱による体温上昇により、体内の代謝機能が低下し自律神経やホルモンバランスが
乱れ、体内の多くの代謝を担っている肝臓にも悪影響を及ぼし、飼料摂取量の低下だけでなく牛の生産性や

生理機能に悪影響を及ぼします。

暑熱ストレスが生産性に及ぼす影響

暑熱注
意

体熱の放散
（呼吸数の増加、発汗、末梢血管

の拡張、心拍数の増加）

代謝熱の抑制
（飼料摂取によるルーメン発酵熱、

代謝熱を抑えようとする）

飼料摂取量の低下
（食い止まり）

酸化ストレスの亢進

体温の上昇

肝機能の低下

暑熱ストレス

負のエネルギーバランス

増体量・肉質の低下 繁殖成績の低下

維持エネルギーの増加

ホルモン分泌異常

気温(℃)
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32
63.5 64.4 65.2 66.1 66.9 67.8 68.6 69.5 70.3 71.2 72.0 72.9
63.9 64.8 65.7 66.6 67.5 68.4 69.3 70.2 71.1 72.0 72.9 73.8
64.2 65.1 66.1 67.0 68.0 68.9 69.9 70.8 71.8 72.7 73.7 74.6
64.5 65.5 66.5 67.5 68.5 69.5 70.5 71.5 72.5 73.5 74.5 75.5
64.9 65.9 67.0 68.0 69.1 70.1 71.2 72.2 73.3 74.3 75.4 76.4
65.2 66.3 67.4 68.5 69.6 70.7 71.8 72.9 74.0 75.1 76.2 77.3
65.5 66.7 67.8 69.0 70.1 71.3 72.4 73.6 74.7 75.9 77.0 78.2
65.8 67.0 68.2 69.4 70.6 71.8 73.0 74.2 75.4 76.6 77.8 79.0
66.2 67.4 68.7 69.9 71.2 72.4 73.7 74.9 76.2 77.4 78.7 79.9
66.5 67.8 69.1 70.4 71.7 73.0 74.3 75.6 76.9 78.2 79.5 80.8
66.8 68.2 69.5 70.9 72.2 73.6 74.9 76.3 77.6 79.0 80.3 81.7
67.2 68.6 70.0 71.4 72.8 74.2 75.6 77.0 78.4 79.8 81.2 82.6
67.5 68.9 70.4 71.8 73.3 74.7 76.2 77.6 79.1 80.5 82.0 83.4
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引用：畜産酪農研究センター

暑熱はどれくらいから？

投与量は？ 裏面へ！

暑熱による
肝機能減退にはウルソ

暑熱ストレスを判断する指標：温湿度指数（THI）

●気温と湿度の相関指数で総合的に判断
●和牛の目安：THI 70以上は要注意！
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夏場対策のひとつとして、肝機能が減退した牛に
ウルソデオキシコール酸の投与をご検討ください。
夏場対策のひとつとして、肝機能が減退した牛に
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ウルソデオキシコール酸は肝機能が減退した牛の手助けをします。

ウルソデオキシコール酸の薬理作用

胆汁酸製剤：ウルソデオキシコール酸  5%

「動物用医薬品」 胆汁酸製剤 

2kg（50g×40袋）

効能･効果 牛 ： ケトージス、肝機能減退症

牛 ： 1頭当たりウルソデオキシコール酸として2～3gを
　　1日1回経口投与する。なお、症状に応じて適宜増減する。用法･用量

肝機能の改善 栄養素の消化吸収促進 エンドトキシンの分解

1 利胆作用
1） 2 肝血流量増加作用

2）3） 3 肝機能改善作用
4）5）6） 4 消化吸収改善作用

7）8）9）10）11）12） 5 解毒作用
13）14）

分娩日 7日間連続

２．暑熱ストレス時の、肝機能減退症を示す搾乳牛の場合

60日前 40日前 ２0日前 5日後分娩日

50g/頭を、分娩60日前から分娩5日後まで、5日間隔で投与

１日50g/頭 投与

１．暑熱ストレス時の、肝機能減退の牛の場合

50g/頭 50g/頭 50g/頭 50g/頭 50g/頭 50g/頭 50g/頭

7日間隔 7日間隔 7日間隔 7日間隔 7日間隔 7日間隔

投与プログラム例
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